
青空ど緑と産|業のまち昭和町 平成元年2月1日発行

-
町
の
人
口
・

町の鳥=ひばり/町の花=れんげ、/匝Tの木=乙女椿

男 6，056人(+8) 

女 5，828人(+30) 

計 11，884人(十38)

世帯数 3，774戸 (+ 15) 

1月1日現在 ( )内は前月比'‘ ノ，

総合会館前で
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-
お
し
ら
せ

-
保
健
衛
生
だ
よ

-
2
月
の
こ
よ
み

どうです表紙の写真、みんな希望に満ちたいい顔をして

いませんか。 -1月15日は成人の日。本町でも成人式が華

やかに行われ、 20歳の門出を祝いました。

今年は、男子109名、女子79名の合計188名が晴れて大人

の仲間入り。

式典が行われた総合会館では、久しぶりの友人との再会

に歓戸を上げたり、肩をたたきあったりする姿が数多く 見

られ、会場は笑いや歓声の和やかな雰囲気に終始包まれて

いました。(関連記事4ページ)
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J所得税の確定申告はお早め!こ 2月IR日~J月m日 l
加算税や延滞税を納めるごとにも期限をすぎると

務署はたいへん混雑しますので、できるだけ早く申告をすませ

るようにしましょう。

確定申告をしなければならないのに、期限までに申告しな

かったり、誤った申告をしたりすると、後で、不足の税金を納める

だけでなく、不足額の一定割合の加算税のほか延滞税も納

めなければならないことになります。気を付けましょう。

今月の16日から所得税の確定申告(住民税の申告)が始

まります。商売や事業を営んでいる皆さん/農家の皆さん/申

告の準備は、もうおすみですか?また、確定申告をする必要

のないサラリーマンの方や年末調整が済んでし、る方でも申告

をすると税金が戻ってくることもあります。

申告期限は3月15日ですが、期限間近になると役場や税

マ
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

ω事
業
を
し
て
い
る
人
、
不

動
産
収
入
の
あ
る
人
、

土
地

や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
人
な

ど
で
、

昭
和
六
十
三
年
中
の

所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控

除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
越
え
る
人
。

ωサ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得

税
は
、
普
通
、
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
を
も
ら
っ
た
時
に
源
泉
徴
収

で
天
引
き
さ
れ、
さ
ら
に
十
二

月
の
年
末
調
整
で
精
算
さ
れ

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
次

の
よ
う
な
場
合
な
ど
は
、
確
定

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
①
給
与
の
年
収
が
千
五
百

万
円
を
超
え
る
人
。

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
。

例
え
ば
株
式
配
当
金
、
地
代

や
家
賃
収
入
、
原
稿
料
な
ど

の
所
得
で
す
。

③
給
与
の
支
払
い
を
こ
か

所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
提
出
し
た
人
は
、
事
業

.税
や
住
民
税
の
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

昭和 63年分申告受付相談日程
2月16日(木)から所得税の確定申告の受付が始まり

ます。役場税務課で行う確定申告、町県民税の申告

受付相談は次の通りです。申告は、正しくお早めに/

地区及び該当者 受付期間 時間 会場

町内全地区

給与所得者(サラ 2月16日(木)
リーマン)の還付

申告相談

(医療費控除・ 2月18日(土)

住宅取得等特別 (18日は午前
控除・中途退職

中のみ)
された方など)

西条一 区
午前

喝容役場西 条ニ区
2月20日(月) 9時

清水新居
2月23日(木)

西条新 田 一

十甲 越 2月27日(月) 午後
階ホ

河東中島 jレ
紙漉阿原 3月3日(金) 4時

築地新居

飯 喰 3月6日(月)

河 西

上河東 3月10日(金)¥

上河東二区

その他 3 月 13 日 (((水月火)) ) 

(予備日)
14日
15日

マ
確
定
申
告
は
、

税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た

申
告
書
用
紙
で

f

税
務
署
で
は
、
事
務
を
能
率
よ
く
行
う

た
め
に
電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
申
告
書
用
紙
に
記
号
な

ど
を
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
税
務

署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
用
紙
を
使
用
し

て
、
申
告
を
し
て
く
だ
思
い
。
ま
た
、
昭

和
五
十
九
年
の
法
改
正
で
記
帳
及
び
記

録
保
存
と
収
支
内
訳
書
の
添
付
及
び
総

収
入
金
額
の
報
告
が
制
度
化
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
申
告
は
、
特
典
の
あ
る
青

色
申
告
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
申
告

の
際
は
収
支
内
訳
書
の
添
付
を
忘
れ
ず

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
の
提
出
は
郵
送
で
も
可

能
で
、
所
得
税
の
納
税
も
公
共
料
金
な

ど
の
支
払
い
と
同
様
に
、
預
金
か
ら
の
口

座
振
替
に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も

確
定
申
告
を
す
れ
ば

税
金
ガ
戻
っ
て
き
ま
す

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
な
ど

は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

ω地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災
害

や
盗
難
、
横
領
な
ど
で
住
宅
や
家
財
に
損

害
を
受
け
た
り
、
や
む
を
え
な
い
支
出
を

し
た
場
合
。

(雑
損
控
除
)

ω病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療

費
を
支
払
っ
た
場
合
。

(医
療
費
控
除
)

ω本
人
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
、
住
宅

ロ
!
ン
な
ど
を
利
用
し
て
新
築
し
た
り
購

入
し
て
入
居
し
た
場
合
や
家
屋
の
増
改

築
な
ど
を
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
中
に
住

ん
だ
場
合
は
、
入
居
し
た
年
か
ら
五
年
間

に
わ
た
り
各
年
分
の
所
得
税
か
ら
一
定

の
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
(
住
宅
取
得
等

特
別
控
除
)

※来庁の際は、最初に税務課窓口で受付をしてく

ださい。また、税務署、役場から送付された申告

書、昨年の確定申告書及び収支内訳書を必ずご持

参ください。

② 平成1.2.1広報しよ うわ

ω一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
①
通

勤
費
②
転
任
に
伴
う
引
越
費
用
③
研
修

費
④
資
格
取
得
費
⑤
単
身
赴
任
者
の
帰

宅
旅
費
の
合
計
額
(
特
定
支
出
の
額
)
が

給
与
所
得
控
除
額
を
超
え
る
場
合
。
(
特

定
支
出
控
除
)

こ
の
よ
う
な
時
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も

確
定
申
告
を
す
る
と
税
金
の
還
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
町
で
は
、
特
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
二
月
十
六
日
(
木
)

か
ら
十
八
日

(土
)
の
三
日
間

(右
表
参

照
)、
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
、
雑
損
控
除
、中
途
退
職
さ
れ
た
方

な
ど
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
必
要
書
類
を
ご

持
参
の
上
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

ま
た
必
要
書
類
な
ど
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
役
場
税
務
課
(
箇
万
|

2

1
1
1
内
線
⑫
・
⑫
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
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F
官
税
理
士
』

申
告
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す

と
、
税
理
士
や
税
務
職
員
の

ニ
セ
者
が
横
行
し
ま
す
。
納

税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代

理
、
税
務
書
類
の
作
成
、
税

務
相
談
な
ど
の
業
務
は
、
税

理
士
法
に
よ
っ
て
、
税
理
士

の
資
格
の
な
い
人
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

後

不
審
な
と
き
は

お
電
話
を

ニ
セ
税
理
士
や
ニ
セ
税
務
職
員
が
、
申

告
書
の
作
成
、
税
務
相
談
に
応
じ
た
り
す

る
ケ
l
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
不
審
な
と

き
は
遠
慮
せ
ず
、
身
分
証
明
書
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
税
務
職
員
が
戸

別
訪
問
し
て
本
の
販
売
や
、
購
読
を
勧
誘

し
た
り
、
有
料
の
講
習
会
へ
の
出
席
を
勧

め
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
セ
税
理
士
に
依
頼
し
た
り
、
い
わ
ゆ

る
脱
税
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
庁
甘
い
さ
さ
や

き
グ
に
乗
せ
ら
れ
た
り
し
て
、
結
果
的
に

は
、
納
税
者
が
多
額
の
税
金
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
例
が
多
く
あ
り
ま

す
。
税
務
書
類
の
作
成
を
他
人
に
依
頼

す
る
場
合
は
、
正
規
の
庁
税
理
士
。
に
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

級協

税
金
の
相
談
は

フ
ロ
に
お
任
せ

f

「資
産
税
、
ハ
テ
?
そ
ん
な
税
金
が
あ
っ

た
か
な
?
L
l
こ
れ
は
、
相
続
税
、
贈
与

税
、
譲
渡
所
得
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
資
産
絡

み
の
税
金
の
総
称
で
、
各
税
務
署
の
資
産

税
部
門
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
の
税
金
は
、
偶
発
的
に
生
ず
る
た

め
二
般
的
に
こ
れ
ら
の
税
に
関
す
る
知

識
に
乏
し
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
れ
に
加

え
て
税
金
の
計
算
方
法
が
複
雑
な
う
え
、

課
税
の
特
例
が
多
く
、
し
か
も
適
用
要
件

が
厳
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
な
り
小
な

り
申
告
に
ミ
ス
が
あ
り
ま
す
。

税
金
の
問
題
に
直
面
し
た
ら
、
事
前
に

税
金
の
プ
ロ
で
あ
る
税
理
士
や
税
務
署

に
相
談
す
る
の
が
最
も
上
手
な
税
金
対

策
で
す
。
不
審
に
思
わ
れ
る
と
き
や
税
金
問
題
、

税
理
士
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
な
ど
は
、

税
務
署
総
務
課
、
ま
た
は
税
理
士
会
へ
ど

う
ぞ
。
-
甲
府
税
務
署
総
務
課

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
日

1
6

(
富
お
|
3
1
1
1
内
線
3
1
1
)

.
東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部

甲
府
市
中
央
二
丁
目
日

l
n

(
箇
お
|
1
3
1
8
)

『
溝
費
税
@
鶴
鳴
禽
』
を

待
い
ま
す

四
月
一
日
か
ら
消
費
税
が
実
施
さ
れ
ま

す。
こ
れ
に
伴
い
甲
府
税
務
署
で
は
、
町
内

の
事
業
者
を
対
象
に
次
の
日
程
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
か
都
合
の
良
い
時

間
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

A'日
時
三
月
七
日
(
火
)

午
前
の
部
l
十
時

1
正
午

午
後
の
部
1
一
時
三
十
分
{
)

三
時
三
十
分

-
場
所
町
総
合
会
館

・

定

員

一

五

O
名

企
守
お
問
合
せ
先
甲
府
税
務
署
関
税
部
門

(
冨
お

i
3
1
1
1
内
線
3
6
3
)

個人から、 |年間に

60万円を超える財産

をもらったときには、

もらった方に贈与税

がかかります。

昭和63年介の贈与

税の申告は、 2月|日

(水)から受付が始まります。申告と納税の期限は 3月15

日(水)です。

なお、贈与税額が5万円を超えていて、一時に納付す

ることができないときは、担保を提供して 5年以内の年

賦で納めることができます。

/ 

申告相談は、役場一階町民ホールで行われます。期限間近にな

ると、大変混雑しますのでお早めに/

企

ヘ1
i

J

i

-

-
a
s
a
a
j
i
p
i
j
a
-
-
J
i
g
-
a
J

一
・

今
年
一
{
円
か
ら
、
原
則
と
し
一

て
、
国
の
行
政
機
関
は
、
各
月
の

一

第
二
、
第
四
土
躍
目
、
ガ
休
み
に
な

一

り
ま
し
だ
。

一
-
税
務
署
も
、
こ
の
政
府
の
方
針
一

に
従
い
¥
休
ま
せ
て
い
だ
だ
き
ま
一

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
-

税
務
署
に
は
、
時
間
外
収
受
ポ
一

一
ス
ト
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
休
一

一
み
の
日
の
申
告
書
な
ど
の
提
出
一

一
に
ご
利
用
く

だ

さ

い

。

一

一・

申

告
書
な
ど
の
提
出
は
べ
郵
送

一

一
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
一
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昭和町成人式
輝く20歳の円出を掘る

h
F

泉
町
長
ら
を
囲
み
、
記
念
閣
僚
影
す
る

新
成
人
一
八
八
名
の
み
な
さ
ん
。

新
た
な
希
望
に
燃
え
、
今
二
十
歳
の

出
発
/

大きな笑い声と楽しそうな会話

が会場いっぱいに響きます。-

1月15日、総合会館で成人式が

華やかに行われました。

今年は、町内で男子109名、女子79名の合計188名が

晴れて成人を迎え、新しい門出を祝いました。

この日午前9時半頃から、スーツに身を固めた男性

や色鮮やかな振りそで姿の女性が、ぞくぞくと会場に

つめかけ、久しぶりに会う友人と終始話がはずんでい

ました。

式典では、泉町長からの式辞や記念品授与の後、新

成人を代表して押越の望月一徳さんが「立派な社会人

となり、責任をもって社会のために頑張ります」と新

成人となる決意を述べました。

式典終了後は、思師らを囲んでの記念撮影が行われ

たり、茶話会が催されました。茶話会では、シャンペ

ンで乾杯した後、近況報告などをして仲間同士で20歳

の門出を祝いました。

ー~~圃⑧L2J tg

角野恵子
(西条一区)

一
日
一
日
を
自
分
の
納
得
の
い
く
よ
う
に
生
活
で

き
た
ら
、
そ
れ
が
一
番
の
理
想
で
す
。
や
り
た
い
事

や
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
後
ま
わ
し
に
せ

ず
、
き
ち
ん
と
し
て
い
き
た
り
と
思
い
ま
す
。志村 治

(河西)

成
人
の
日
を
迎
え
、
こ
の
日
を
機
に
こ
れ
か
ら
の

自
分
の
あ
り
方
を
考
え
、
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
行

動
し
、
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鷹野まゆみ
(飯喰)

大
人
へ
の
入
口
と
い
う
成
人
の
日
を
迎
え
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
地
に
し
っ
か
り
足
を
踏
ま
え
て
現
実

を
見
据
え
、
自
己
を
失
う
こ
と
な
く
誠
意
と
自
覚
を

持
ち
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④ 平成1.2.1広報しようわ
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力作1200点を展示一一一一一一一一一.

第
二
十
四
国
文
化
展
・
芸
能
発
表
会
が
昨
年
の
十
一
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
の
三
日
間
、
総
合
会

館
と
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
会
館
に
は
、
町
民
の
方
々
の
川
柳
・
書
道
・
写
真
・
盆
栽
・
絵
画
な
ど
の
作
品
約
千
二
百
点
が

展
示
さ
れ
、
ま
た
期
間
中
は
、
民
謡
・
詩
吟
な
ど
の
芸
能
発
表
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

丹
精
こ
め
た
作
品
や
習
得
し
た
芸
能
は
、
訪
れ
た
人
遠
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
日
頃
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
就
学
前
の
幼
児
を
対
象
と
し
た
「
ラ
イ
ブ
マ
ン
と
一
緒
に
写
真
を
撮
ろ
う
/
」
な
ど

の
コ
ー
ナ
ー
や
文
化
講
演
会
が
行
わ
れ
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

企
数
多
く
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
達
を
魅
了

し
ま
し
た
。

“ 
文
化
講
演
会
で
は

N
H

K
解
説
委
員
小
浜
雅
人
氏

を
講
師
に
招
き
、
「
今
、
何
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
か
」
を

一ア
|
マ
に
政
治
や
教
育
問
題
を
わ
か
り
易
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

stlJu6湾11}l.初副

J;.ライブマンと一緒に、はい、チーズ。

暖
房
は
寒
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る

大
切
な
も
の
。
ど
こ
の
家
庭
で
も
ス
ト
ー

ブ
や
コ
ン
ロ
が
大
活
躍
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
の
燃
料

と
し
て
、
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ

に
灯
油
が
あ
り
ま
す
。
「灯
油
の
扱
い
は

毎
年
の
こ
と
だ
か
ら
慣
れ
て
い
る
」
と
思
っ

て
い
て
も
、
そ
の
慣
れ
か
ら
く
る

油
断
か
ら
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

火
災
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
六
十
二
年
に
は
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
が
原
因
に
よ
る
火
災

が
千
六
百
九
十
五
件
も
あ
り
、

消
防
法
で
は
灯
油
を
「
危
険
物
」

と
指
定
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ

で
、
危
険
物
で
あ
る
灯
油
の
性

質
を
改
め
て
確
認
し
、
正
し
い

取
り
扱
い
を
心
が
け
た
い
も
の

で
す
。引
火
し
や
す
い

灯
油
の
グ
蒸
気
d

灯
油
を
は
じ
め
と
す
る
石
油
類
は
、
一

度
火
が
つ
く
と
、
勢
い
よ
く
燃
え
あ
が
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

灯
油
な
ど
の
石
油
類
か
ら
発
生
す
る
蒸

気
が
空
気
よ
り
重
く
、
床
や
床
下
に
た
ま

り
や
す
い
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。

ら
く
る

こ
の
蒸
気
は
、
一
定
濃
度
以
上
存
在

す
る
と
引
火
し
や
す
い
性
質
を
も
っ
て
い

る
の
で
、
灯
油
は
火
の
気
の
な
い
、
風
通

し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

火
、
が
つ
い
て
も
水
は
厳
禁

その火その時すぐ始末
春の全国火災予防運動

2月28日----3月13日

「水
と
油
」
と
い
う
言
葉
の
と

お
り
、
灯
油
は
水
よ
り
も
軽

く
、
両
者
が
溶
け
合
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
灯
油
が
燃

え
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
「
消

火
の
た
め
」
に
水
を
か
け
る
こ

と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
水
は
火

を
消
す
ど
こ
ろ
か
、
灯
油
を
四

方
に
広
げ
、
火
災
を
大
き
く

し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
灯
油

を
使
用
す
る
と
き
は
、
万

一
に

備
え
て
、
消
火
器
具
を
す
ぐ

使
え
る
場
所
に
置
い
て
お
く

こ
と
も
必
要
で
す
。

平成1.2.1 ⑤ 広報しようわ



三
十
八
回
目
を
迎
え
た
押
原
中
学
校

恒
例
の
校
内
強
歩
大
会
が
昨
年
の
十
一

月
二
十
六
日
、
男
女
生
徒
四
百
七
十
七

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
子
は
八
時
四
十
五
分
、
男
子
は
八

時
五
十
五
分
に
そ
れ
ぞ
れ
押
中
校
庭
を

ス
タ
ー
ト
。
釜
無
川
沿
岸
を
走
り
三
郡
橋

で
折
り
返
す
全
長
二
十
五
凶
の
コ

l
ス

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

生
徒
ら
は
、
腹
痛
や
足
の
痛
み
を
こ
ら

え
な
が
ら
も
次
々
と
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
あ
る

生
徒
は
、
「
何
度
も
棄
権
し
よ
う
と
思
っ

た
が
、
最
後
ま
で
走
れ
よ
か
っ
た
で
す
L

と

す
が
す
が
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

強

歩

大
ゐ
云

-
男
子

一

位

青

柳

敦

三

年

四

組

)

タ
イ
ム
一

時
間
四
十
四
分
二
十
五
秒

二

位

小

松

政

則

(
三
年
二
組
)

タ
イ
ム
一
時
間
四
十
八
分

O
三
秒

三

位

高

野

洋

一

(
三
年
三
組
)

タ
イ
ム
一
時
間
五
十
分
二
十
三
秒

・
女
子

一
位
角
野
祐
子
(
二
年
三
組
)

タ
イ
ム
二
時
間
十
分
四
十
九
秒

二
位
磯
部
小
百
合
(
二
年
一
組
)

タ
イ
ム
二
時
間
二
十

一
分
五
十
二
秒

三
位
斉
藤
紀
子
(
三
年
四
組
)

タ
イ
ム
二
時
間
二
十
五
分
四
十
三
秒

(
敬
称
略
)

自己の体力の
に挑職f

...力強くスター卜する男子生徒。 r25kmJの自介との戦いの

始まりです。

お
年
寄
り
ら
に

スポ少空手クラブ.

rlJH寿涯J を慰問

昭
和
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
空
手
ク
ラ
ブ
は

昨
年
十
一
月
二
十
三

日
、
特
別
養
護
老
人

ホ

l
ム
っ
昭
寿
荘
」を

慰
問
し
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
の
成

果
を
見
て
も
ら
お
う

と
こ
の
日
は
、
団
員

三
十
六
名
が
慰
問
。

励
ま
し
の
手
紙
や
お

み
や
げ
な
ど
を
お
年

寄
り
一
人
ひ
と
り
に

手
渡
し
た
あ
と
組
手

「
技
」
を
披
露
1

形
や
団
体
形
な
ど
の
演
武
を
披
露
し
ま

し
た
。団
員
の
け
い
こ
で
鍛
え
た
精
神
と
技

に
お
年
寄
り
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
、
低
学
年
の
団
員
に
は
「
可
愛
い
、
可

愛
い
」
と
、
ま
た
高
学
年
の
団
員
に
は

「
ほ
う
、
す
ご
い
ね
え
L

と
感
嘆
の
声
が

あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
甘
酒
や
昔
な
つ
か
し
い
う

す
焼
を
囲
み
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。
お
年
寄
り
ら
は
「
こ
れ
か

ら
も
練
習
に
励
ん
で
、
来
年
も
ま
た
来

て
く
だ
さ
い
ね
L

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

て
い
ま
し
た
。

』

F

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
団
員
ら
。
「
技
」

が
決
ま
る
た
び
に
お
年
寄
り
達
か
ら
大
き
な
歓

声
と
拍
手
が
お
こ
り
ま
し
た
。
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上
河
東
二
区
の
二
十
三
組
(
藤
田

}
幸
一
組
長
)
で
は
、
近
所
同
士
の
親

回
り
・

〆
睦
を
よ
り
一
層
深
め
よ
う
と
昨
年

・・
4
h

J

P
回
・
旬

、元
司、

~
十
二
月
十
八
日
に
「
も
ち
つ
き
会
L

4
J
ミ

J

を
行
い
ま
し
た
。

け

〆

こ
の
も
ち
つ
き
会
は
一
昨
年

同
d

~
か
ら
初
め
ら
れ
た
も
の
で
、
こ

氏

'

}
の
日
は
約
六
十
名
が
参
加
。

l
k

，
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

t

~
が
威
勢
よ
く
き
ね
を
振
り

4
U

J

)
下
ろ
し
、
お
い
し
そ
う
な
お
も

お

d

r

ち
を
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。
子
供

、
γ

¥

~
の
中
に
は
、
あ
ん
こ
も
ち
や
き
な

け

ν

)
こ
も
ち
な
ど
を
一
人
で
三
つ
も
平

い

'

F

ら
げ
る
子
も
い
て
、
会
場
は
終
始
な

hz

~
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

組

藤
田
組
長
は
「
こ
の
地
域
は
、
新
し
く
転
入

ぶ

し
て
き
た
人
達
が
多
く
こ
の
よ
う
な
機

一メ
-d
.
会
を
設
け
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
な

.早

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
早
川
区
長
の

V

レぃ一

も
と
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
、

調

'

地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た

}

土

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま

田間

同
刊

た
、
二
十
三
組
で
は
、
こ
の
他

聞
11

E
日

に
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
ヤ
|

恒

心
町

ボ
l
ル
な
ど
の
活
動
も
行
い
、

司

'5
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
て
い
ま

司

令

す。

ちも
「

上
河
東
二
区
白
組
の
み
な
さ
ん
。
「も

ち
つ
き
会
」
を
通
し
て
、
ふ
れ
あ
い
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
手

を
取
り
合
っ
て
心
の
か
よ
う
町
づ
く

り
を
ー
ー
ー
。



ふ
る
さ
と
活
動
だ
よ
り
①

人
の
敷
地
内
な
ど
に
設

置
し
、
ご
家
庭
か
ら
出

る
汚
水
を
直
接
公
共
下

水
道
へ
流
す
た
め
の
「
排

水
設
備
」
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
排
水
設
備
は
、

排
水
管
や
汚
水
ま
す
な

ど
で
、
み
な
さ
ん
個
人

で
つ
く
り
、
補
修
・
点
検

な
ど
の
管
理
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

(
〉
押
越
地
区
(
〉

み
な
さ
ん
は
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
ふ

る
さ
と
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ご
存

知
で
す
か
?
今
月
号
か
ら
各
地
区
の
社

会
教
育
委
員
さ
ん
に
特
色
あ
る
行
事
や

活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

活
力
あ
る
町
民
総
参
加
の
町
づ
く
り

の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

習
・
図
書
館
ま
つ
り
、
手
芸
・
料
理
教
室
・

史
蹟
め
ぐ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
講
師
を
招
き
学

習
し
て
い
ま
す
。

去
る
八
月
に
実
施
し
た
『
民
話
史
蹟

め
ぐ
り
』
も
大
変
好
評
で
四
才
か
ら
小
・

中
学
生
、
青
年
団
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
の
老
若
男
女
が

一
台
の
パ
ス
で
民
話
の
中
の
名
所
旧
蹟
、

宝
物
な
ど
を
見
た
り
聞
い
た
り
共
に
学

び
ま
し
た
。
親
子
で
参
加
し
た
下
里
善
江

さ
ん
は
「
本
で
読
ん
で
い
た
昔
話
や
民
話

を
訪
ね
て
、
お
寺
や
信
玄
堤
に
行
き
ご
住

職
や
文
化
協
会
の
人
か
ら
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
く
わ
か

り
や
す
く
聞
く
こ
と
が
で
き
大
変
喜
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
機
会
を
み
て
こ
の

よ
う
な
学
習
会
に
参
加
し
て
貴
重
な
体

験
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
感
想

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
共
に
出
合
い
、
学
び
、
感

動
す
る
会
で
あ
る
た
め
に
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公共下水道
(市で設置・管理する部分)

シ
リ
ー
ズ
三
回
目
の
今
回
か
ら
、
下
水

道
に
関
す
る
諸
制
度
に
つ
い
て
、
簡
単
に

説
明
し
て
い
き
ま
す
。

排水設備の設置例
(分流式公共下水道の場合)

公
共
下
水
道
の
使
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
町
の
広
報
や
掲
示
板
で
供
用

開
始
年
月
日
、
区
域
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
処
理
区
域
(
汚
水

を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
)
内
の

各
家
庭
で
は
、
「
排
水
設
備
」
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

排氷設備
(個人で設置・管理する部分)

ふ
る
さ
と
づ
く
り
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら

八
年
。
押
越
で
は
社
会
教
育
委
員
が
中

心
と
な
り
組
織
づ
く
り
を
し
、
区
の
執
行

部
・
各
団
体
長
の
協
力
を
得
て
『
押
越
社

会
教
育
推
進
委
員
会
』
と
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
甲
府
の
市
街
地
と
し
て

年
々
新
住
民
に
な
る
人
も
増
え
て
き
て

い
る
現
在
、
新
旧
住
民
と
共
に
自
分
の
地

域
を
知
り
ふ
れ
合
い
を
深
め
る
た
め
に
と

行
う
八
幡
初
穂
祭
(
名
称
は
公
募
に
よ

り
決
定
)
も
そ
の
一
つ
で
す
。
毎
年
十
一

月
三
日
文
化
の
日
に
盛
大
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
八
幡
神
社
で
神
事
を
受
け
た
後
、

大
人
と
子
ど
も
の
神
輿
が
区
内
を
巡
行
、

無
病
息
災
・
家
内
安
全
を
祈
り
ま
す
。
各

団
体
に
よ
る
出
店
・
演
芸
・
抽
選
会
な

ど
、
そ
し
て
境
内
に
は
押
越
菊
の
花
会
の

丹
精
込
め
た
大
菊
小
菊
が
並
び
、
銃
剣

道
の
奉
納
試
合
で
秋
の

一
日
を
楽
し
み

ま
す
。
伝
統
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
た

祭
り
も
、
去
年
は
中
止
に
な
り
ち
ょ
っ
と

淋
し
い
こ
と
で
し
た
が
、
今
年
は
去
年
の

分
ま
で
盛
大
に
実
施
す
る
計
画
で
す
。

他
に
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
家
庭
学

構
字
リド

藤
智
手
一)

公
共
ま
す
は
公
道
に

布
設
し
た
公
共
下
水
道

と
各
家
庭
の
排
水
設
備

と
を
接
続
す
る
た
め
設

置
す
る
ま
す
で
、
町
が

下
水
道
は
、
町
が
道
路
な
ど
に
建
設
使
用
者
の
宅
地
内
に
一

し
、
管
理
を
行
う
「
公
共
下
水
道
」
と
個
個
設
置
し
管
理
し
ま
す
勺

鶴
岡
関
闘
関
鶴
岡
倒
閣
倒
閣
関
鶴
岡
関
闘
関
闘
関
鶴
岡
閤
国
閣
閣
倒
閣
関
岡
倒
閣
鍋
鶴
岡
倒
閣
鋪
闘
鍋
鶴
岡
関
鶴
岡
倒
閣
倒
閣
関
岡
倒
閣
関
岡
倒
閣
鍋
鶴
岡
鍋
鶴
岡
闘
鶴
岡
倒
閣
関
岡
鍋
鶴
岡
関
闘
関
岡
倒
閣
閤
麗
麗
鶴
岡
関

う
古
代
中
国
の
宮
殿
の
構
え
か
ら
、
南
に
際
儀
礼
に
従
っ
て
皇
室
は
右
を
①
と
格
づ

面
し
て
座
す
と
太
陽
は
左
か
ら
昇
る
こ
け
し
て
い
ま
す
。

と
か
ら
左
を
上
位
、
右
を
下
位
と
し
て
中
②
女
皇
后

i

国

や

日

本

の

礼

は

始

っ

て

い

ま

す

。

①

男

天

皇

、

I
き

一
三
「
上
下
関
係
と礼法
」

「よく学び、よく遊べ」昨年 8月に行われ

た史蹟めぐりでは、史蹟の勉強をしたあと

V みんなでバーベキューを楽しみま した。

上
下
関
係
は
読
み
方
に
よ
っ
て
そ
の
意

味
が
ち
が
っ
て
き
ま
す
。

力
ミ
・
シ
モ
場
所
の
上
下
関
係

ウ
エ
・
シ
タ
上
に
出
て
い
る
も
の

下
に
隠
れ
て
い
る
も
の

ジ
ヨ
ウ
・
ゲ
人
と
人
の
関
係

今
回
は
カ
ミ
・
シ
モ
と
読
む
場
所
の
上

下
関
係
を
の
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ほ
〈
し
ん

「
天
子
は
北
辰
に
座
し
て
南
面
す
」
と
い

おl
作l
法l
ワT
、‘ ・
~ 
・~r.II、 ，

イ|
、 .r. 
ト|

右
ネ申 座

左
正
中

上 上 上

下←o→上 上←0→下

下 下 下

装.
道.
ネし・
法.
5葺.
師.
ー._.ー-・・
名 ・

ヶ・
原目

ひ・
と・
み・

*
部
屋
の
上
下
関
係

正
中
が
最
上
位
、
神
の
座
か
ら
み
て
左

か

み

ざ

し

も

ぎ

側
が
上
座
、
右
側
が
下
座
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
明
治
以
降
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
国



《

「コーラスは私にとっての潤滑油て‘す」

樋川ちづ子さん(写真左端)
(紙漉阿原)

わ
ー行

や
っ
と
見
付
げ
た
憩
い
の
場

1

目
ま
ぐ
る
し
く
家
事
仕
事
に
追

わ
れ
、
私
自
身
の
時
間
な
ど
殆
ど
な

い
現
在
、
趣
味
を
持
つ
と
い
う
事
は
、

私
に
は
ま
だ
ち
ょ
っ
と
負
担
に
感
じ

ま
す
。し
か
し
、
子
供
達
が
自
分
の
手
か

ら
離
れ
て
行
く
時
が
来
た
ら
:
・
と
考

え
た
時
、
や
は
り
何
か
心
の
安
ら
ぎ

栄養改善推進員

三神君江さん

(押越)

一
風
ネ

側
和

リ

老

nJ
川
、
ま
マ

ヤ
さ

に
な
る
も
の
を
今
の
う
ち
か
ら
、
と
思

い
ま
し
た
。

私
が
、
二
年
程
前
か
ら
所
属
し
て

い
る
昭
和
町
文
化
協
会
コ
ー
ラ
ス
部

は
、
と
っ
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
熱
心
な
指

導
の
先
生
に
、
十
年
の
ベ
テ
ラ
ン
部

昌一
、
お
年
を
召
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ま
、

ミ
ス
の
若
い
お
嬢
さ
ん
、
と
幅
広
い
歌

姫
達
の
集
ま
り
で
す
。
月
二
回
の
練

習
日
が
と
て
も
待
ち
遠
し
く
楽
し
み

で
す
口
公
民
館
の
窓
か
ら
は
、
美
し
い

歌
声
と
な
ご
や
か
な
笑
い
声
が
程
好

く
ハ
ー
モ
ニ
ー
し
、
絶
え
る
事
な
く
流

れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
こ
に
憩
い
の
場

を
見
付
け
ま
し
た
。
「
今
日
は
コ
ー
ラ

ス
だ
ネ
、
夕
飯
作
っ
て
お
い
た
よ
」
と
気

持
ち
良
く
私
を
出
し
て
く
れ
る
姑
。

出
掛
け
に
「
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

?
L

と
声
を
か
け
る
子
供
達
。
「
ば
か
に
嬉

し
そ
う
だ
ね
」
と
笑
う
主
人
。
そ
ん
な

家
族
の
理
解
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
い
そ

い
そ
と
出
掛
け
て
行
け
る
訳
で
す
。

あ
る
時
、
鼻
歌
を
唄
う
事
が
発
声

練
習
に
役
立
つ
と
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
初
め
は
努
め
て
唄
う
よ
う
に
し
て

み
口
ん
口
な
己
の
己
広
口
場

下( ・しようゆ…大さじ1

{ ・酒・…・・…… J} 1 

味 l.しようが汁…少々
・しようゆ…大さじ1y2 

・砂糖・……・ J} 1 

・酢…………}} 1 y2 

・酒…・・…-…万 1 

・レモン汁…/} 1 

っ
け
汁

-材料 (4人分)一一
・さば・..300g(中1尾)
・たまねぎ…y2コ

・ピーマン・・・1コ

・人参…小1本

・片栗粉…適宜

・揚げ油…か

圃作り方一一
①さばは一口大のそぎ切りにして、下味に約20分間つける。
②つけ汁の材料を合わせる。

③たまねぎはせんいに直角に薄切りにして、塩少々をふっても

み、水で、洗って水気をしぼり②につける。

④ピーマンは種を取り、せん切りにする。

⑤人参は皮をむき、細めのせん切りにし、塩少々をふってしんな

りさせる。

⑥さばの汁気をふき、片栗粉をまぶして揚げ油でカラリと揚げ

(最初強火であと170
0

C位)油をきり、熱いうちに③につけ込

む。

⑦ ⑥の荒熱がとれたらピーマン、人参を加え約30分間味をし
み込ませる。

い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
ご
く
自
然
に

何
時
で
も
何
処
で
も
出
て
し
ま
う
の

で
、
職
場
の
仲
間
遠
か
ら
「
の
っ
て
る

わ
ネ
ノ
L

と
か
「
パ
ラ
色
ネ
」
と
か
ら
か

わ
れ
ま
す
。
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
い

た
な
ら
日
常
の
生
活
の
歯
車
は
う
ま

く
か
み
合
っ
て
回
り
ま
す
。
私
に
と
っ

て
コ
ー
ラ
ス
は
、
そ
の
潤
滑
油
の
役
割

を
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
は
少

し
で
も
早
く
先
輩
の
皆
様
に
追
い
着

く
よ
う
に
と
、
鼻
歌
を
発
声
練
習
代

り
に
精
一
杯
背
伸
び
を
し
て
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
私
で
す
が
、
細
や
か
な
夢

を
持
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
息
子

の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
、
独
唱
を
す
る
事
が

出
来
た
な
ら
・
:
。

さ
ぱ
を
植
物
油
で
揚
げ
る
こ
と
に
よ
り
ビ
タ
ミ
ン
E
が

多
く
と
れ
、
マ
リ
ネ
に
す
る
と
、レ
モ
ン
の
酸
味
で
薄
味
が

カ
バ
ー
で
き
る
の
で
、
塩
分
を
ひ
か
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

お
礼
肥
残
り
葡
萄
に
喉
湿
す

ア
メ
横
で
手
打
そ
ば
食
べ
年
の
暮

別
る
る
や
広
き
果
樹
園
山
眠
る

風
邪
気
味
と
知
ら
ず
無

口
に
腹
た
て
て

約
束
の
か
る
き
と
き
め
き
ゑ
茜

ネ
の
蝶
地
に
か
は
り
あ
り
ぬ
く
み
あ
り

タ
紅
葉
看
ど
り
づ
か
れ
に
触
れ
づ
し
て

大
根
抜
く
子
は
手
に
余
る
手
袋
し
て

車
椅
子
連
ね
て
日
向
ぽ
、
」
り
か
な

か
ぞ
へ
日
や
病
院
生
活
つ
つ
が
な
く

髪
切
っ
て
映
す
手
鏡
寒
椿

町
の
湯
は
湯
ざ
め
せ
ぬ
と
て
賑
わ
え
り

メ
ロ
メ
ロ
と
燃
ゆ
る
ス
ト
ー
ブ
句
座
静

松
ば
か
り
残
し
て
師
走
の
庭
師
待
つ

晩
学
の
霜
夜
の
膝
や
辞
書
お
も
〈

二
、
三
滴
水
た
す
現
隙
間
風

出
動
の

子
を
送
り
行
く
糸
、
の
霜

山
茶
花

の
花
芽
ふ
く
ら
む
雪
催

六
十
路
の
夢
果
て
し
な
く
柚
子
湯
か
な

冬
さ
れ
や
女
一
人
の
菜
を
き
さ
む

青
郎
逝
く
日
々
お
だ
や
か
に
年
つ
ま
る

富
士
川
に
カ
ヌ
ー
が
現
れ
て
ネ
ざ
る
る

真
正
面
真
白
富
士
や
年
惜
む

ネ
晴
や
廃
品
目
集
満
載
し

姉
と
な
る
冷
た
き
拳
握
り
や
る

抱
い
て
重
し
月
指
さ
し
て
子
は
機
嫌

山
背
押
う
家
そ
れ
ぞ
れ
に
不
支
度

念
入
り
に
顔
を
洗
い
て
柚
子
湯
か
な

雨
宮

井
上
ま
さ
江

伊

藤
磯
部

小
沢
百
合
子

長
田
そ
の
子

河
田

輿
石
、
さ
広
場
代

塩
田

高
野

内
藤
ふ
く
次

中
沢

松
岡

薬

袋

ネし
孝

広報しようわ ⑧ 平成l.2.1

春
jエ与

好
子

麻
子

久

枝
静
代

満
子

花
枝



(ハ
V
〈

)

(
母
)
健
次
ま
ゆ
み

h
F
名
前
の
由
来
は
じ
め
ま
し
て
我
家
待
望
の
男
の
子
、
竜
次
で

す
。
竜
の
様
に
雄
々
し
く
、
た
く
ま
し
い
子
に
な
る
よ
う
お
父

さ
ん
が
付
け
ま
し
た
。
と
っ
て
も
い
た
ず
ら
っ
子
で
す
。

西条二区

小林竜次くん
S.62. 10. 18生

清水新居

高野暁雄くん
S. 63. 3. 9生

(ハ
V
A
)

(
母
)
初悦
美郎

あ
か
つ
き

砂
名
前
の
由
来
二
十
一
世
紀
、
暁
の
舞
台
へ
雄
々
し
く
と
池
田

先
生
に
命
名
し
て
頂
き
ま
し
た
。
心
を
大
切
に
、
苦
難
に
負
け

な
い
人
生
を
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

上河東二区

市川慶英くん
S. 62.12. 5生

美義
穂明

砂
名
前
の
由
来
慶
び
に
恵
ま
れ
、
英
智
の
あ
る
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
名
付
け
ま
し
た
。
い
つ
も
機
嫌
よ
く
二
冗
気
い
っ
ぱ
い

の
や
ん
ち
ゃ
坊
主
で
す
。

よ
り
よ
い
親
に

な
る
た
め
に

グ、
外
で
の
遊
び
、》ダ

正
月
に
戸
外
で
た
こ
あ
げ
羽
根
つ
き

を
す
る
子
は
見
ら
れ
ず
、
日
ご
ろ
も
鬼
ご

っ
こ
、
か
く
れ
ん
ぼ
、
木
登
り
、
虫
と
り
、
メ

ン
コ
な
ど
の
外
で
の
あ
そ
び
が
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
あ

そ
び
の
で
き
る
場
所
は
道
路
か
空
地
が

な
い
と
で
き
ま
せ
ん
し
、
今
は
道
路
も
危

険
が
一
杯
、
空
地
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
家
の
中
か
友
達
の
家
で
の

あ
そ
び
が
多
い
の
で
す
。

以
前
私
は
小
学
生
の
性
格
検
査
を
し

て
あ
そ
び
と
の
関
係
を
調
べ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
外
あ
そ
び
が
な
い
子
に
は
神
経

質
傾
向
が
み
ら
れ
、
外
あ
そ
び
の
多
い
子

に
は
情
緒
が
安
定
し
、
社
会
性
の
す
ぐ
れ

れ合ってみませんよ、
当i~ U. 
Un-- ? 

第7回

生涯学習推進大会

た
子
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
特
に
身
体
を

使
っ
た
自
然
の
あ
そ
び
は
外
向
的
、
指
導

的
タ
イ
プ
の
子
を
多
く
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
子
供
な
り
の
精
神
的
緊
張
を
発
散

解
消
さ
せ
る
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

今
一
つ
、
外
あ
そ
び
に
は
子
供
の
あ
そ

び
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
伝
統
的
な
あ
そ

び
が
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
は

さ
び
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
豊
か
な
想
像

性
を
失
っ
て
ゆ
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

後
白
河
法
皇
は
、
「
遊
び
を
せ
ん
と
や

生
れ
け
む
、
た
わ
ぶ
れ
せ
ん
と
や
生
れ
け

ん
、
遊
ぶ
子
ど
も
の
声
聞
け
ば
我
が
身
さ

へ
こ
そ
ゆ
る
が
る
れ
」
と
歌
っ
て
い
ま
す
。

大
声
を
あ
げ
て
か
け
ま
わ
り
喜
ぶ
姿
を
も

っ
と
見
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
は
一
番

適
当
な
場
所
は
校
庭
で
し
ょ
う
。
学
校
の

一
日
で
校
庭
で
あ
そ
ぶ
時
間
が
少
な
い
の

は
驚
く
ほ
ど
で
す
。
ゆ
と
り
の
時
間
に
は

お
も
い
っ
き
り
自
由
に
あ
そ
ば
せ
た
い
し

日
没
ま
で
校
庭
を
開
放
し
た
い
も
の
で

す。
密
室
志
向
に
な
っ
て
ゆ
く
子
供
た
ち
を

も
っ
と
開
放
す
る
こ
と
か
ら
人
格
形
成
は

行
わ
れ
る
の
で
す
。
(
県
家
庭
教
育
資
料

よ
り
)

地域に根ざし芝生涯学習のひろばを

下記の通り開催します。おさそい合わせ

のうえご参加ください。

日時 2月26日〈目〉

午前9時~正午

総合会館

次の分科会で行います。

O乳鈎児部会 O少年部会

O青年部会 O成人部会

。高齢者部会 Oその他

町教育委員会〈窟 75-3737)

開催

どなだでも自由に参加できますので、普

段患っていること、感じいてることなど

出合いの中で語り合つセみましよう。

出合いは、学ぶことへの第一歩/

所

容

お問合せ

場

内

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
一
日

1

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
届
出

(
敬
称
略
)

• 出(氏名
(
保
護
者
)

佑 美和裕
基朔可也也

深小小棲小
津松林田嶋

裕

郎

恒聖

• 婚¥慶津d小坂
雅

一

r

恵
子

可

八

戸
島
昭
二

V

小
池
比
奈
子

〈

花

輪

秀

直

〉

小
倉
ゆ
み
子

八

宮
川

，
望
月

、

塚
原

d

土
屋

滋

r

照
美

可

真

r

長
美

刊

八八八
野真庄野正金
中田野津木丸

七
政昭保周
美利子二

v v 
旧
日

v 生

.
上
河
東
二
区

庚

紙

漉

阿

原

久

上
河
東
二
区

太

西

条

二

区

季

河
姻

• 築

地

新

居

上上西

条

二
区

西

条

新

田

築

地

新

居

西

条

二

区

河
地

区
、ーノ

広報しようわ

西

1可

東

?司

東

⑨ 平成1.2.1

西



赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

ご

報

告

j
ご
協
力
あ
り
が
と
う

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨

年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
期
間

中
、
募
金
総
額
一
、
七
一
二

O
、
一
五
七
円

の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
民
生
委
員
、
各
地
区
の
社
協
理
事
、
支

部
委
員
の
方
々
を
通
じ
て
、
町
民
並
び

に
町
内
各
企
業
の
皆
さ
ま
の
善
意
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

内
訳
は
、
次
の
通
り
で
す
0

.
街
頭

募

金

一

五

、

五

三

二

円

・
戸
別
募
金
八
二
九
、
五

O
O
円

.
大
口
募
金
八
三
九
、
六
九

O
円

.
そ
の
他
募
金
四
五
、
四
三
五
円

な
お
、
一
万
円
以
上
の
大
口
寄
付
者

は
、
開
ユ
タ
カ
商
事
・
植
松
菊
彦
・
小
松

建
築
・
相
原
商
事
・
名
執
組
・
宮
崎
組
伺
・

側
キ
ト

1
・
山
梨
佐
川
急
便
・
釜
無
金
属

工
業
団
地
協
組
・
側
甲
府
三
菱
自
動
車
・

側
品
川
工
事
・
開
萩
原
石
油
・
倒
佐
野

組
・
吉
川
外
科
整
形
外
科
医
院
・
開
平
安

閣
・
側
青
木
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
側

米
山
実
業
・
倒
ホ
テ
ル
昭
和
・
側
松
永
塗

装
販
売
・
側
ア
ル
プ
ス
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ

ー
ビ
ス
・
日
産
デ
ィ

ー
ゼ
ル
山
梨
販
売

側
・
側
ワ
カ
ツ
キ
・
陶
誠
和
電
機
工
業
・

大
塚
内
科
小
児
科
医
院
・
側
ク
リ
エ

l

ト
宅
間
・
側
宝
林
・
側
江
商
・
大
一
化
研

工
業
側
・
開
協
伸
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
さ

か
・
側
岡
島
昭
和
フ
ァ
ミ
リ
コ
・
伺
河
西

金
属
商
事
・
側
テ
ル
モ
・
清
水
シ
ャ

ー
リ

ン
グ
鋼
材
闘
の
企
業
各
社
で
す
。

「
身
軽
に
な
ろ
う
学
級
」
開
催

|
|
健
康
に
や
せ
る
た
め
に
/
ー
ー

自
分
の
体
重
が
維
持
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?
甲
府
保
健
所
で

は
、
左
記
に
よ
り
肥
満
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
今
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

⑨
開
催
日
時

⑥ 
場

甲
府
保
健
所
(
甲
府
市
太

田
町
9
1
1
)

二
十
名

一
人
五
ハ
む
円
(
調
理

実
習
材
料
費
)

⑥
申
込
期
間

二
月
十
日
(
金
)

詳
し
く
は
、
甲
府
保
健
所
地
域
保
健
課

(
箇
幻

1
1
3
8
1
内線
2
2
0
・2
2

1
)
ま
で
。 所

⑨⑥  
参定

ロ貝

加

費

まらけ喜書 入 小

でf 、取 該者学当育委員A 教Z町X 
語}宮教予っ 言童人 中
くな送の 学
だ し保護者さ(いまで 校
ぃ圏方し はの
。75がたに -~~ 

l あが対成年度平YE X7て. 3 り、し

7 ま だま 、 'ローー

3 し 耽子 ヘZた受

縄
労
器
お
よ

町
で
は
九
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
の
強

化
と
補
充
の
た
め
、
ま
た
環
境
美
化
へ

速
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、
次
の
要
領

で
単
純
労
務
お
よ
び
嘱
託
職
員
の
募
集

を
行
い
ま
す
。

-
職
種
と
募
集
人
員

@
単
純
労
務
職
(
用
務
員
)
二
名

@
嘱
託
業
務
職
(
土
木
・
衛
生
業
務
)
一
名

・
応
募
資
格
(
町
内
在
住
者
を
優
先
採

用
)

@
学
歴
・
年
齢
不
問
(
た
だ
し
、
単

援
護
恩
給
関
係
の

巡
回
相
談
所
開
設

県
で
は
、
旧
軍
人
、
軍
属
及
び
そ
の
遺

族
の
た
め
の
恩
給
年
金
や
一
時
金
、
特

別
給
付
金
な
ど
の
請
求
権
の
有
無
並
び

に
請
求
手
続
の
援
護
思
給
相
談
を
左
記

の
通
り
実
施
し
ま
す
。

A
V

日
時

二
月
十
六
日
(
木
)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時

・
場
所

櫛
形
町
中
央
公
民
館
二
階
会

議
室

A'お
問
合
せ

役
場
厚
生
福
祉
課
(
圏

万
1
2
1
1
1
内
線
⑬
)
ま
で
。

※
相
談
希
望
者
は
、
当
日
会
場
に
備
え

付
け
の
調
査
用
紙
に
相
談
事
項
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
旧
軍
隊
に
関
す

る
証
拠
書
類
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

標
用
事
績
に
つ
い
て

純
労
務
職
は
五
十
歳
未
満
、
嘱
託

業
務
職
は
六
十
歳
未
満
を
優
先
)

・
大
型
ま
た
は
普
通
自
動
車
免
許
証

所
持
者

・
応
募
締
切
り

φ
三
月
十
日
(
金
)
午
後
五
時
ま
で
。

た
だ
し
、
募
集
定
員
に
達
し
た
場
合

は
随
時
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
0

・
応
募
先

-
役
場
総
務
課
(
霞
万
1
2
1
1
1
内線

@
・
⑪
)
ま
で
履
歴
書
を
添
え
て
直

接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

窓2 0 2 2 0 1 1 1 
7箇1 1 1 1 3 

z 生課学 務部梨科大学教連絡先医山※ 

す

希望不て礼金要OのなをましもJ 
. 所付特ノAでスイにレつきトマA 、、

絡だLさく、

連十J火で月日まは1 提供方しただなてけるをしどトヨ
新以外ノ方でたアてしにしる、当当
供在提現てたすだてましし 集募新入生ノアなのをどはトぐ梨医科大学で入学期カ山ひえを当

j戸をト/ T 

大生梨山医

広報しようわ

有

物
回
収
集
計

報
告
と
お
礼

⑩ 平成l.2.1

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨

年
十
二
月
十
一
日
に
年
末
事
業
の
有
価

物
回
収
を
行
い
ま
し
た
。
各
区
長
さ
ん

は
じ
め
区
の
役
員
、
民
生
委
員
、
社
協
理

事
、
評
議
員
、
支
部
委
員
(
組
長
)
の
方
々

の
労
力
奉
仕
を
い
た
だ
き
、
お
陰
を
も

ち
ま
し
て
左
記
の
通
り
の
集
計
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
、

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

-
紙

・
布
類
三
九
・
二
六

O
同

三
一
四
、

O
八

O
円

・
金
属

類

一

0
・
0
0
0同

二
五
、
ハ
汽
以
)
円

・
ビ
ン
類
一
升
ビ
ン
三
、
六
七
二

本
他三

一
九
、
九
(
む
円

合

計

四

七

八

、

九

八

O
円

な
お
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
尊
い
浄
財
で
す
の
で
、
地

域
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

EZTT21 
「気をつけて」

朝の一言忘れずに

=12月分--
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11 乳 児 健 康 善ロ会タ 査 不 用 犬 猫 収 集 日

実施日 受付時間及び地区 該 当 児 場所 日 時 2月27日(月)

鋭2月15日 午後 1時00分~
午前10時20分-10時25分

(押原地区)
昭和63年 1月出生児。

場所総合会館前

(水) 昭和63年 4月出生児。総合
午後 l時30分~ ※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。

2月16日
(常永地区) また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れて、ヒモ

午後2時00分~
昭和63年7月出生児。会館

でしっかり封をしてくだきい。
(木) (西条地区) 昭和63年10月出生児。 。.~・犬をお飼いのみなさまへ令令

西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田
このところ飼い犬の放し飼いによる事故や苦情が増えて

押原地区 押越河東中島紙漉阿原
います。 2月 1日から 2月20日まで野犬の薬捕を行いま

常永地区 築地新居飯喰河西上河東上河東二区 すので、犬を放し飼いにしないよう注意してください。

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具 田子手帳受付及び一般健康相談日
※受付終了時間は、午後2時30分ですのでご承知ください。

日 時 2月4日凶・ 18日ω・28日ω
歳 か月児健康診査

午前9時-11時30分
場 所総合会館

実施日 2月23日肘 ※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

受付時間午後 1時-2時 妊娠証明書は必要ありません。

土暴 所総合会館 ※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

該当児昭和62年 6月1日~昭和62年8月31日までの出生 栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

児、及び前回未受診児
すので、お気軽にお出かけください。

持ち物母子手帳・ 1歳 6か月児健康質問票 5 歳 児 健 康 審ロ会タ 査 ーー

乳 児 整 形 外 科 検 霊ロタ会 実施日 2月9日(木)
受付時間 午後l時-2時

実施日 2月22目。19 士暴 所 総合会館

受付時間午後 1時-1時30分 該当児 昭和58年9月1日~昭和58年12月31日までの出

場 所総合会館 生児、及び前回未受診児。

該当児昭和63年10月1日-11月30日までの出生児。 持ち物 母子手帳・ 5歳児健康診査質問票

持ち物母子手帳 ※尿検査がありますのでご承知おきくだきい。

女
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
知
恵吉
田

学
ナ

山
梨
医
科
大
学
教
授

病
理
学
第
一

動
脈
硬
化
は
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
脂
血
症
・
:
L
D
L
(
悪
玉
)
コ
レ
ス
テ
ロ

脳
梗
塞
、
あ
る
種
の
老
人
性
痴
呆
の

l
ル
一
七

O
時

/
ω
以
上
、

H
D
L

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
か
か
ら
な
い
(
善
玉
)
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
四

O
昭
/
御
以

叫

よ
う
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す
が
、
無
下
、
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
一
五

O
昭
/

い

症
状
の
う
ち
に
ひ
ど
く
な
っ
て
い
く
の

ω以
上
、

ω喫
煙
、

ω肥
満
二

ω糖
-…

で
、
四
十
歳
を
越
し
た
ら
、
日
常
生
活
尿
病
、
倒
痛
風
、
高
尿
酸
血
症
:
・

引

に
注
意
し
て
、
動
脈
硬
化
が
ひ
ど
く
な
八
、

O
昭
/
ω
以
上
、
川
ス
ト
レ
ス
、

…

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
症
附
運
動
不
足

以

状
が
で
な
い
と
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
高
血
圧
は

ω食
塩
を
減
ら
す
(
一

~

こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
も
の
で
す
が
、
動
日
一

O
g
以
下
)
、

ω肥
り
す
ぎ
の
場

内

脈
硬
化
に
関
し
て
は
、
誰
も
が
あ
る
程
合
は
、
標
準
体
重
に
近
づ
け
る
{標
準

M

度
の
も
の
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
体
重

l
(身
長
|
一

O
O
)
×
O
、
九
}

f

即
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
狭
心
症
の
発

ω酒
を
減
ら
す
、

ωス
ト
レ
ス
を
解
消

川

句
作
や
心
筋
梗
塞
が
起
こ
る
と
い
う
こ
す
る
、

ω運
動
を
す
る
、
こ
と
に
よ
っ

叫

吟
と
は
、
心
臓
を
栄
養
し
て
い
る
動
脈
の
て
か
な
り
良
く
な
り
ま
す
。
運
動
は
毎

ω

…
腔
が
元
の
腔
の
三
分
の
一
以
下
に
細
日
三

O
分
か
ら
一
時
間
ぐ
ら
い
。
と
て

九

一
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
の
も
忙
し
く
て
と
い
う
方
向
一

一O
分
で

い

叫
で
、
症
状
が
出
た
と
き
に
は
、
動
脈
硬
も
良
い
か
ら
、
汗
ば
む
程
度
の
運
動

u

四
化
は
と
て
も
ひ
ど
く
、
治
す
こ
と
が
む
(
脈
拍
が
一
分
間
に
一
一

O
前
後
に

ω
D

曲

ぷ

イ

込

山
づ
か
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
ひ
な
る
)
を
毎
日
す
る
こ
と
で
す
。

r

…
-

H

』

H

1

i

w

ど
く
な
ら
な
い
と
自
覚
症
状
は
起
こ
ま
た
食
事
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ

九

2

い
り

ま

せ

ん

。

て

動

脈

硬

化

の

悪

化

を

食

い

止

め

る

山
肌

そ
こ
で
病
気
の
進
行
を
食
い
止
め
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雑
穀
、
豆
、
い
も
、

川
平

炉

内
や
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
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砂舎月の故事・ことわざ4

若い時の辛労は買うてもせよ
若い時にする苦労は、みな得難い経験となって、

将来の大成につながるのだから、求めてでも苦労

するがよいとの意。
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16 
働
赤口17 

手編教室(総合会館午後7時30分-)側
先勝

3 (t) 
先勝18 

ボールペン教室
(総合会館午後7時30分-)

節分・豆まき・初午i働

友引

第29回昭和町卓球大会(町民体育館)⑪ 
友引

雨水

19 
リハビリ教室(総合会館)
母子手帳交付及び一般健康相談日

(総合会館)
∞ 
先負

立春

4 
新西
国条

法律教室
(総合会館午後7時30分~)
身軽になろう学級(1op参照)

第15回昭和町健康まつり(総合会館)
親子スキー教室
(長野県八千穂高原スキー場)

伺)
先負20 ⑪ 

仏滅5 
手話講習会
(総合会館午後7時30分~)
。k)
仏滅

(水)
大安

計
一
辺
一
お

料理教室(総合会館午後7時30分-)
話し方教室

(総合会館午後7時30分-)

旧元日 伺)
先勝

手話講習会
(総合会館午後7時30分-)

!jく)
友引

北方領土の日

7 
心配ごと相談 (総合会館午後1時-)
はんてんづ「くり

(総合会館午後7時30分-)

手編教室(総合会館午後7時30分-)
5歳児健康診査(総合会館)

針供養
併す
赤口

。付
先負8 

詮)
先勝

ご大喪の日

(昭和天皇)24 (村
仏滅

住)
友引25 

26 

寝たきり老人入浴サービス
(総合会館午後 l時~)

ボールペン教室(総合会館午後7時 30分~)
身軽になろう学級受付締切り日(10P参
ω|照)
赤口

働
大安10 

昭和町生渡学習推進大会 (9P参照)

昭和町の歴史教室 I 2諮確紙押
(総合会館午後7時30分~)|p(定漉越

諸説照的議)!露;課金
全国火災予防運動|…|手話講習会 I~ 月 東

(~3月 1 3 日)''lJ -'= =JI込(著者能奇想当選|?存中
i 康相談日(総合会館)~~I 日相

※築地新居 ・飯喰・河西・上河東・上河東ニ区の確定申告受付相談

は3月6日から 10日までです。(2 p参照)

⑪ 
先負

圃建国記念の日

11 

12 伺)
仏滅27 

28 

⑮ 
先勝

貯蓄教室(総合会館午後7時30分~)
身軽になろう学級 (10P参照)伺)

友引13 
手話講習会

(総合会館午後7時30分~)側一点

目アンJ
，
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f-開催日時 2月 5臼〈包) 午前9時~午後3時 1 
・場 所 総角全館 ( 

心配ごと相談(総合会館午後l~)
行政相談(中央公民館午後l時~)
はんてんづくり(総合会館午後7時30分~)
乳児健康診査(総合会館)

(水)
仏滅15 

総合宏臨

i・内 容 無料横診コーナー・健康管理コーナー・幼児 J

写真コーナーなどの各種コーナー J 昭和町健康まつり開催圃

あなだの健康度は?

-R粗大
ゴ
ミ
の
収
集
場
所
は
、
左
記
指
定
場
所
の
み
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

公会堂

第1公会堂

公会堂

公会堂

公会堂

中島遊園地

公会堂

公会堂、 8組横固有地

農協常永支所前空地

西2組ゴミ収集小屋

公会堂と消防小屋の間

集会所北空地

所場f
.-'-. 

λヒ十旨

毎月

第4水曜日

22日

広報しようわ

所得税の確定申告|回|乳児健康診査(総合会館申全
(~3月 15 日 I ;:I~ I援護恩給巡回相談(10p参照)I告地

l大安 IJ.ðt Rj:f iL!，\II\~ A!!!.a..::::.I ~l l:IR?( ¥ .LV!，"，-;:::"-iii¥/ I相区
!談給

ボールペン教室 I.~ 亙

(総合会館午後7時30分~)|2Pf目

l参看
教室(総合会館照の

母子手帳交付及び一般健康相談日1'-'還
(総合会館)1 付

確区
定-

E要
心配ごと相談 |受ー

(総合会館午後1時~)I付区
はんてんづくり |相・

|談清
(総合会館午後7時30分~)|(水
乳児整形外科検診(総合会館)12新
1歳6か月児健康診査 If.居

(総合会館!I議酉
身軽になろう学級(10p参照) I~条

⑫ 平成l.2.1

地区名

西条一区

西条二区

清水新居

西条新田

押越

河東中島

紙漉阿原

築地新居

飯喰

河西

上河東

上河東二区

組
大
コ
ミ
収
集
の
指
定
場
所

第15回

燃えない物

空力ン・ガラス 粗大ゴミ

毎週

火・金曜日 22日

1日

15日

8日
毎月

第 2水曜日

第 4水曜日

燃える物

3日・ 7日・ 10日

14日 ・17日・ 21日

24日 ・28日

毎月

第 1水曜日

第3水曜日

2日・ 6日・ 9日

13日・ 16日・ 20日

23日・ 27日

毎週

月・木曜日

西条一区

西条ニ区

清水新居

西条新田

押越

河東中島

紙漉阿原

築地新居

飯喰

河西

上河東

上河東二区

区土也


